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IGMPについて
IGMPは、ホストが特定のグループにマルチキャストデータを要求するために使用する IPv4
プロトコルです。ソフトウェアは、IGMPを介して取得した情報を使用し、マルチキャストグ
ループまたはチャネルメンバーシップのリストをインターフェイス単位で保持します。これら

の IGMPパケットを受信したシステムは、既知の受信者が含まれるネットワークセグメント
に、要求されたグループまたはチャネルに関する受信データをマルチキャスト送信します。

IGMPプロセスはデフォルトで実行されています。インターフェイスでは IGMPを手動でイネー
ブルにできません。IGMPは、インターフェイスで次のいずれかの設定作業を行うと、自動的
にイネーブルになります。

• Protocol-Independent Multicast（PIM）のイネーブル化

•ローカルマルチキャストグループの静的なバインディング

•リンクローカルグループレポートのイネーブル化
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IGMPのバージョン
デバイスでは、IGMPv2と IGMPv3、および IGMPv1のレポート受信がサポートされています。

デフォルトでは、ソフトウェアが IGMPプロセスを起動する際に、IGMPv2がイネーブルにな
ります。必要に応じて、各インターフェイスでは IGMPv3をイネーブルにできます。

IGMPv3には、次に示す IGMPv2からの重要な変更点があります。

•次の機能を提供し、各受信者から送信元までの最短パスツリーを構築可能なSource-Specific
Multicast（SSM）をサポートします。

•グループおよび送信元を両方指定できるホストメッセージ

• IGMPv2ではグループについてのみ保持できたマルチキャストステートを、グループ
および送信元について保持可能

•ホストによるレポート抑制が行われなくなり、IGMPクエリーメッセージを受信するたび
に IGMPメンバーシップレポートが送信されるようになりました。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I2(1)までは SSMをサポー
トしていません。

（注）

IGMPv2の詳細については、RFC 2236を参照してください。

IGMPv3の詳細については、RFC 5790を参照してください。

IGMPの基礎
次の図に、ルータが IGMPを使用し、マルチキャストホストを検出する基本的なプロセスを示
します。ホスト 1、2、および 3は要求外の IGMPメンバーシップレポートメッセージを送信
して、グループまたはチャネルに関するマルチキャストデータの受信を開始します。

図 1 : IGMPv1および IGMPv2クエリ応答プロセス
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下の図では、ルータ A（サブネットの代表 IGMPクエリア）は、すべてのホストが含まれる
224.0.0.1ホストマルチキャストグループに定期的にクエリメッセージを送信して、マルチキャ
ストデータを受信するホストを検出します。グループメンバーシップタイムアウト値を設定

できます。指定したタイムアウト値が経過すると、ルータはサブネット上にグループのメン

バーまたは送信元が存在しないと見なします。

IPアドレスが最小のルータが、サブネットの IGMPクエリアとして選出されます。ルータは、
自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからクエリーメッセージを継続的に受信している
間、クエリアタイムアウト値をカウントするタイマーをリセットします。ルータのクエリア

タイマーが期限切れになると、そのルータは代表クエリアになります。そのあとで、このルー

タが、自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからのホストクエリーメッセージを受信す
ると、ルータは代表クエリアとしての役割をドロップしてクエリアタイマーを再度設定しま

す。

この図では、ホスト1からのメンバーシップレポートの送出が止められており、最初にホスト
2からグループ 224.1.1.1に関するメンバーシップレポートが送信されます。ホスト 1はホスト
2からレポートを受信します。ルータに送信する必要があるメンバーシップレポートは、グ
ループにつき 1つだけであるため、その他のホストではレポートの送出が止められ、ネット
ワークトラフィックが軽減されます。レポートの同時送信を防ぐため、各ホストではランダム

な時間だけレポート送信が保留されます。クエリの最大応答時間パラメータを設定すると、ホ

ストが応答をランダム化する間隔を制御できます。

IGMPv1および IGMPv2メンバーシップレポートが抑制されるのは、同じポートに複数のホス
トが接続されている場合だけです。

（注）

この図のルータ Aは、IGMPv3グループ/ソース固有のクエリを LANに送信します。ホスト 2
および3は、アドバタイズされたグループおよび送信元からデータを受信することを示すメン
バーシップレポートを送信して、そのクエリーに応答します。

図 2 : IGMPv3グループ/ソース固有のクエリ

IGMPv3ホストでは、IGMPメンバーシップレポートの抑制が行われません。（注）
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代表クエリアから送信されるメッセージの存続可能時間（TTL）値は 1です。つまり、サブ
ネット上の直接接続されたルータからメッセージが転送されることはありません。IGMPの起
動時に送信されるクエリメッセージの頻度および回数を個別に設定したり、スタートアップ

クエリインターバルを短く設定したりすることで、グループステートの確立時間を最小限に

抑えることができます。通常は不要ですが、起動後のクエリーインターバルをチューニングす

ることで、ホストグループメンバーシップメッセージへの応答性と、ネットワーク上のトラ

フィック量のバランスを調整できます。

クエリーインターバルを変更すると、マルチキャスト転送能力が著しく低下することがありま

す。

注意

マルチキャストホストがグループを脱退する場合、IGMPv2以上を実行するホストでは、IGMP
Leaveメッセージを送信します。このホストがグループを脱退する最後のホストであるかどう
かを確認するために、IGMPクエリメッセージが送信されます。そして、最終メンバーのクエ
リ応答インターバルと呼ばれる、ユーザーが設定可能なタイマーが起動されます。タイマーが

切れる前にレポートが受信されない場合は、ソフトウェアによってグループステートが解除さ

れます。ルータはグループステートが解除されないかぎり、このグループにマルチキャスト

トラフィックを送信し続けます。

輻輳ネットワークでのパケット損失を補正するには、ロバストネス値を設定します。ロバスト

ネス値は、IGMPソフトウェアがメッセージ送信回数を確認するために使用されます。

224.0.0.0/24内に含まれるリンクローカルアドレスは、インターネット割り当て番号局（IANA）
によって予約されています。ローカルネットワークセグメント上のネットワークプロトコル

では、これらのアドレスが使用されます。これらのアドレスは TTLが 1であるため、ルータ
からは転送されません。IGMPプロセスを実行すると、デフォルトでは、非リンクローカルア
ドレスにだけメンバーシップレポートが送信されます。ただし、リンクローカルアドレスに

レポートが送信されるよう、ソフトウェアの設定を変更することができます。

IGMPの前提条件
IGMPの前提条件は、次のとおりです。

•デバイスにログインしている。

•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコ
ンフィギュレーションコマンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュ

レーションモードは、デフォルト VRFに適用されます。

IGMPに関する注意事項と制限事項
IGMPに関する注意事項および制限事項は次のとおりです。
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• Cisco Nexus 9200シリーズスイッチでは、IGMPまたは送信元トラフィックが同じ IPアド
レスから発信されている場合、S、Gルートは期限切れになりません。

•場合によっては、vPCノードが送信元に到達できなくて、AnycastRPペアへのパスが必要
になる場合があります。マルチキャストグループの状態は、ソースへのより適切なルート

が利用可能であり、トラフィックが共有ツリーを経由して来る場合に、RPを対象とした
S、G、Rプルーニングにより、vPCピアで作成されます。

S,Gは Sへの優先スタティックルートを介して引き続き使用できるため、(S,G,R)プルー
ニングが他の RPに対して開始され、その状態が作成されます。VPCピアのソース Sに到
達できないため、NULL RPFにより、(*,G)を介してプルされたトラフィックは、(S,G)と
の最長のプレフィックス一致を介してドロップされます。

これは既知の問題です。この問題は、SPT無限がvPCピアで設定されていない場合、また
はダウンしている RPペアの 1つからのエニーキャスト RP到達機能が vPCピアを介して
他の送信元に回避できる場合、回避できます。

• IGMPv3（RFC 5790）に従って送信元のリストを除外またはブロックすることはサポート
されていません。

• Cisco NX-OSリリース9.2(2)以降では、-Rタイプのラインカードを搭載した Cisco Nexus
9500プラットフォームスイッチは、IGMPをサポートします。

•デフォルト以外の IGMP関連タイマーの設定は、L3物理インターフェイスおよび SVIで
行うことができます。またはクエリア IPが VLAN構成モードで設定されている場合は
VLAN構成モードで行うことができます。その VLANに PIM対応の SVIがある場合、
VLAN構成モードでクエリア IPを構成することはお勧めしません。

クエリの最大応答時間（query-max-response-time）と IGMPクエリ間隔（query-interval）が
L3物理インターフェイスまたは SVI、IGMPクエリアで変更されると、タイムアウトはク
エリ間隔の 2倍にMRTを加えた値に自動的に調整されます。さらに変更するには、L3物
理インターフェイスに対して ip igmp querier-timeoutコマンドを使用します。

ただし、SVIの場合、予想されるシェルの現在のクエリアが使用できなくなったときにク
エリアの選択が行われるようにするには、 VLAN構成モードで、show ip igmp interface
vlan Xコマンドの出力に表示された値を、ip igmp snooping querier-timeoutコマンドによっ
て設定する必要があります。

L3物理インターフェイスの場合は、show ip igmp interface <intf>コマンドを使用します。
SVIの場合は、show ip igmp snooping querier <VLAN>コマンドを使用して、IGMPスヌー
ピングクエリアに関する情報を表示します。両方の構成コマンドは、正しい構成のための

同じクエリアタイムアウトを表示するはずです。

PIM hello間隔は、PIMネイバーがピアの可用性を決定する速さを決定します。使用でき
ないPIMネイバーがたまたま IGMPクエリアでもあった場合、新しいクエリアの選択が、
ネイバーの期限切れと同時に発生します（90秒：30秒の PIM hello間隔の 3倍）。同時
に、L2スヌーピングクエリアタイマーは、新しいクエリア選択がいつ行われるかを指示
します（デフォルトではクエリ間隔の 2倍にMRTを加えた値）。
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IGMPのデフォルト設定
次の表に、IGMPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 1 : IGMPパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

2IGMPのバージョン

30秒スタートアップクエリーインターバ

ル

2スタートアップクエリーの回数

2ロバストネス値

255秒クエリアタイムアウト

255秒クエリータイムアウト

10秒クエリーの最大応答時間

125秒クエリーインターバル

1秒最終メンバーのクエリー応答イン

ターバル

2最終メンバーのクエリー回数

260秒グループメンバーシップタイムアウ

ト

無効リンクローカルマルチキャストグ

ループのレポート

無効ルータアラートの実施

無効化即時離脱

IGMPパラメータの設定
IGMPグローバルパラメータおよびインターフェイスパラメータを設定すると、IGMPプロセ
スの動作を変更できます。
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Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコマ
ンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

IGMPインターフェイスパラメータの設定
次の表に、設定可能なオプションの IGMPインターフェイスパラメータを示します。

表 2 : IGMPインターフェイスパラメータ

説明パラメータ

インターフェイスでイネーブルにする IGMPのバージョン。有効な
IGMPバージョンは 2または 3です。デフォルトは 2です。

IGMPのバージョン

インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグルー

プ。(*, G)というステートでインターフェイスの加入先グループを
設定するか、グループに加入する送信元 IPを、(S, G)というステー
トで指定します。match ip multicastコマンドで、使用するグループ
プレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィックスを示

すルートマップポリシー名を指定できます。

（注）

(S, G)ステートで設定しても、送信元ツリーが構築されるのは
IGMPv3がイネーブルな場合だけです。

ネットワーク上の全マルチキャスト対応ルータを含むマルチキャス

トグループを設定すると、このグループに ping要求を送信するこ
とで、すべてのルータから応答を受け取ることができます。

スタティックマルチキャス

トグループ

発信インターフェイスに静的にバインドされるマルチキャストグ

ループ。(*, G)というステートで発信インターフェイスの加入先グ
ループを設定するか、グループに加入する送信元 IPを、(S, G)とい
うステートで指定します。match ip multicastコマンドで、使用する
グループプレフィックス、グループ範囲、および送信元プレフィッ

クスを示すルートマップポリシー名を指定できます。

（注）

(S, G)ステートで設定しても、送信元ツリーが構築されるのは
IGMPv3がイネーブルな場合だけです。

発信インターフェイス

（OIF）上のスタティック
マルチキャストグループ

スタートアップクエリーインターバル。デフォルトでは、ソフト

ウェアができるだけ迅速にグループステートを確立できるように、

このインターバルはクエリーインターバルより短く設定されていま

す。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト値は 31秒です。

スタートアップクエリーイ

ンターバル

IGMPの設定
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説明パラメータ

スタートアップクエリーインターバル中に送信される起動時のク

エリー数。有効範囲は 1～ 10です。デフォルトは 2です。
スタートアップクエリーの

回数

輻輳ネットワークでのパケット損失を許容範囲内に抑えるために使

用される、調整可能なロバストネス変数。ロバストネス変数を大き

くすれば、パケットの再送信回数を増やすことができます。有効範

囲は 1～ 7です。デフォルトは 2です。

ロバストネス値

前クエリアがクエリーを停止してから、自身がクエリアとして処理

を引き継ぐまで、ソフトウェアが待機する秒数。有効範囲は 1～
65,535秒です。デフォルト値は 255秒です。

クエリアタイムアウト

IGMPクエリーでアドバタイズされる最大応答時間。大きな値を設
定すると、ホストの応答時間が延長されるため、ネットワークの

IGMPメッセージを調整できます。この値は、クエリーインターバ
ルよりも短く設定する必要があります。有効範囲は1～25秒です。
デフォルトは 10秒です。

クエリーの最大応答時間

IGMPホストクエリーメッセージの送信頻度。大きな値を設定する
と、ソフトウェアによる IGMPクエリーの送信頻度が低くなるた
め、ネットワーク上の IGMPメッセージ数を調整できます。有効範
囲は 1～ 18,000秒です。デフォルト値は 125秒です。

クエリーインターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、ソフトウェアが IGMPクエリーへの応
答を送信するインターバル。このインターバル中に応答が受信され

ない場合、グループステートは解除されます。この値を使用する

と、サブネット上でソフトウェアがトラフィックの送信を停止する

タイミングを調整できます。この値を小さく設定すると、グループ

の最終メンバーまたは送信元が脱退したことを、より短時間で検出

できます。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォルト値は 1秒です。

最終メンバーのクエリー応

答インターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから最後にホスト Leave
メッセージを受信したあと、最終メンバーのクエリー応答インター

バル中に、ソフトウェアが IGMPクエリーを送信する回数。有効範
囲は 1～ 5です。デフォルトは 2です。

この値を 1に設定すると、いずれかの方向でパケットが検出されな
くなると、クエリー対象のグループまたはチャネルのマルチキャス

トステートが解除されます。次のクエリーインターバルが開始さ

れるまでは、グループを再度関連付けることができます。

最終メンバーのクエリー回

数

ルータによって、ネットワーク上にグループのメンバーまたは送信

元が存在しないと見なされるまでのグループメンバーシップイン

ターバル。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デフォルト値は 260秒で
す。

グループメンバーシップタ

イムアウト
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説明パラメータ

224.0.0.0/24内のグループにレポートを送信できるようにするための
オプション。リンクローカルアドレスは、ローカルネットワーク

プロトコルだけで使用されます。非リンクローカルグループには、

常にレポートが送信されます。デフォルトではディセーブルになっ

ています。

リンクローカルマルチキャ

ストグループのレポート

ルートマップポリシーに基づく、IGMPレポートのアクセスポリ
シー。

1

レポートポリシー

インターフェイスが接続されたサブネット上のホストについて、加

入可能なマルチキャストグループを制御するためのルートマップ

ポリシーを設定するオプション。

（注）

match ip multicast groupコマンドだけがこのルートマップポリシー
でサポートされます。ACLを照合するための match ip addressコ
マンドはサポートされていません。

アクセスグループ

デバイスからグループ固有のクエリーが送信されないため、所定の

IGMPインターフェイスで IGMPv2グループメンバーシップの脱退
のための待ち時間を最小限にできるオプション。即時脱退をイネー

ブルにすると、デバイスではグループに関する Leaveメッセージの
受信後、ただちにマルチキャストルーティングテーブルからグルー

プエントリが削除されます。デフォルトではディセーブルになって

います。

（注）

このコマンドは、所定のグループに対するインターフェイスの背後

に 1つの受信者しか存在しない場合に使用します。

即時離脱

1
ルートマップポリシーの設定方法については、Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast
Routing Configuration Guideを参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

IGMPの設定
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス設定モードを開始し

ます。

interface interface

例：

ステップ 2

（注）switch(config)# interface ethernet
2/1
switch(config-if)#

ステップ 3でリストされているコマン
ドを使用して、IGMPインターフェイ
スパラメータを設定します。

IGMPバージョンを指定値に設定しま
す。有効な値は 2または 3です。デ
フォルトは 2です。

ip igmp version value

例：

switch(config-if)# ip igmp version 3

ステップ 3

このコマンドのno形式を使用すると、
バージョンは 2に設定されます。

指定したグループまたはチャネルに参

加するようにデバイス上のインター

ip igmp join-group {group [source
source] | route-map policy-name}

例：

ステップ 4

フェイスを設定します。デバイスは

CPU消費用のマルチキャストパケット
のみを受け入れます。

switch(config-if)# ip igmp join-group
230.0.0.0

注意

このコマンドを使用して生成されたト

ラフィックは、デバイス CPUで処理
可能である必要があります。CPUの負
荷制約のため、このコマンドを使用す

ることは（特に形式を問わずスケーリ

ングで使用することは）推奨されませ

ん。代わりに ip igmp static-oifコマン
ドの使用を検討してください。

マルチキャストグループを発信イン

ターフェイスに静的にバインドし、デ

ip igmp static-oif {group [source source]
| route-map policy-name}

例：

ステップ 5

バイスハードウェアで処理します。グ

ループアドレスのみを指定した場合switch(config-if)# ip igmp static-oif
230.0.0.0 は、（*,G）ステートが作成されます。

送信元アドレスを指定した場合は、（S,
G）ステートが作成されます。match ip
multicastコマンドで、使用するグルー
ププレフィックス、グループ範囲、お

よび送信元プレフィックスを示すルー

トマップポリシー名を指定できます。

（注）

IGMPの設定
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目的コマンドまたはアクション

IGMPv3をイネーブルにした場合にの
み、（S, G）ステートに対して送信元
ツリーが作成されます。

ソフトウェアの起動時に使用されるク

エリーインターバルを設定します。有

ip igmp startup-query-interval seconds

例：

ステップ 6

効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォル
ト値は 31秒です。

switch(config-if)# ip igmp
startup-query-interval 25

ソフトウェアの起動時に使用されるク

エリー数を設定します。有効範囲は 1
～ 10です。デフォルトは 2です。

ip igmp startup-query-count count

例：

switch(config-if)# ip igmp
startup-query-count 3

ステップ 7

ロバストネス変数を設定します。有効

値の範囲は、1～ 7です。デフォルト
は 2です。

ip igmp robustness-variable value

例：

switch(config-if)# ip igmp
robustness-variable 3

ステップ 8

クエリアとして処理を引き継ぐかどう

かをソフトウェアが判断するための、

ip igmp querier-timeout seconds

例：

ステップ 9

クエリアタイムアウト値を設定しまswitch(config-if)# ip igmp
querier-timeout 300 す。有効範囲は 1～ 65,535秒です。デ

フォルト値は 255秒です。

クエリアとして処理を引き継ぐかどう

かをソフトウェアが判断するための、

ip igmp query-timeout seconds

例：

ステップ 10

クエリータイムアウト値を設定しまswitch(config-if)# ip igmp
query-timeout 300 す。有効範囲は 1～ 65,535秒です。デ

フォルト値は 255秒です。

（注）

このコマンドの機能は、ip igmp
querier-timeoutコマンドと同じです。

IGMPクエリーでアドバタイズされる
応答時間を設定します。有効範囲は 1

ip igmp query-max-response-time seconds

例：

ステップ 11

～ 25秒です。デフォルトは 10秒で
す。

switch(config-if)# ip igmp
query-max-response-time 15

IGMPホストクエリーメッセージの送
信頻度を設定します。有効範囲は 1～

ip igmp query-interval interval

例：

ステップ 12

18,000秒です。デフォルト値は 125秒
です。

switch(config-if)# ip igmp
query-interval 100

IGMPの設定
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目的コマンドまたはアクション

メンバーシップレポートを送信してか

ら、ソフトウェアがグループステート

ip igmp
last-member-query-response-time seconds

例：

ステップ 13

を解除するまでのクエリーインターバ

ルを設定します。有効範囲は 1～ 25秒
です。デフォルト値は 1秒です。

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-response-time 3

ホストの Leaveメッセージを受信して
から、IGMPクエリーが送信される回

ip igmp last-member-query-count count

例：

ステップ 14

数を設定します。有効範囲は 1～ 5で
す。デフォルトは 2です。

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-count 3

IGMPv2のグループメンバーシップタ
イムアウトを設定します。有効範囲は

ip igmp group-timeout seconds

例：

ステップ 15

3～65,535秒です。デフォルト値は260
秒です。

switch(config-if)# ip igmp
group-timeout 300

224.0.0.0/24に含まれるグループに対し
て、レポート送信をイネーブルにしま

ip igmp report-link-local-groups

例：

ステップ 16

す。非リンクローカルグループには、switch(config-if)# ip igmp
report-link-local-groups 常にレポートが送信されます。デフォ

ルトでは、リンクローカルグループに

レポートは送信されません。

ルートマップポリシーに基づく、IGMP
レポートのアクセスポリシーを設定し

ます。

ip igmp report-policyポリシー

例：

switch(config-if)# ip igmp
report-policy my_report_policy

ステップ 17

インターフェイスが接続されたサブ

ネット上のホストについて、加入可能

ip igmp access-groupポリシー

例：

ステップ 18

なマルチキャストグループを制御する
switch(config-if)# ip igmp
access-group my_access_policy ためのルートマップポリシーを設定し

ます。

（注）

match ip multicast groupコマンドだけ
がこのルートマップポリシーでサポー

トされます。ACLを照合するための
match ip addressコマンドはサポート
されていません。

デバイスが、グループに関する Leave
メッセージの受信後、ただちにマルチ

ip igmp immediate-leave

例：

ステップ 19

キャストルーティングテーブルからグswitch(config-if)# ip igmp
immediate-leave ループエントリを削除できるようにし

IGMPの設定
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目的コマンドまたはアクション

ます。このコマンドを使用すると、デ

バイスからグループ固有のクエリが送

信されないため、所定の IGMPイン
ターフェイスで IGMPv2グループメン
バーシップの脱退のための待ち時間が

最小限になります。デフォルトでは

ディセーブルになっています。

（注）

このコマンドは、所定のグループに対

するインターフェイスの背後に 1つの
受信者しか存在しない場合に使用しま

す。

インターフェイスに関する IGMP情報
を表示します。

（任意） show ip igmp interface
[interface] [vrf vrf-name | all] [brief]

例：

ステップ 20

switch(config)# show ip igmp interface

実行コンフィギュレーションを、ス

タートアップコンフィギュレーション

にコピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 21

switch(config)# copy running-config
startup-config

IGMP SSM変換の設定
SSM変換を設定すると、IGMPv1または IGMPv2によるメンバーシップレポートを受信した
ルータで、SSMがサポートされるようになります。メンバーシップレポートでグループおよ
び送信元アドレスを指定する機能を備えているのは、IGMPv3だけです。グループプレフィッ
クスのデフォルト範囲は、232.0.0.0/8です。

マルチキャストホストが IGMPv3をサポートしない場合、またはレイヤ 2スイッチと相互運用
するための（S,G）レポートではなくグループ結合を強制的に送信する場合に、IGMP SSM変
換機能は SSMベースのマルチキャストコアネットワークを配置できるようにします。IGMP
SSM変換機能には、同じSSMグループに対して複数の送信元を設定する機能があります。SSM
変換を設定する前に、プロトコル独立マルチキャスト（PIM）をデバイスで設定する必要があ
ります。

次の表に、SSM変換の例を示します。

IGMPの設定
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表 3 : SSM変換の例

送信元アドレスグループプレフィックス

10.1.1.1232.0.0.0/8

10.2.2.2232.0.0.0/8

10.3.3.3232.1.0.0/16

10.4.4.4232.1.1.0/24

次の表に、IGMPメンバーシップレポートに SSM変換を適用した場合に、IGMPプロセスに
よって構築されるMRIBルートを示します。複数の変換を行う場合は、各変換内容に対して
(S, G)ステートが作成されます。

表 4 : SSM変換適用後の例

作成されるMRIBルートIGMPv2メンバーシップレポート

(10.4.4.4, 232.1.1.1)232.1.1.1

(10.1.1.1、232.2.2.2) (10.2.2.2、232.2.2.2)232.2.2.2

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルータが IGMPv3メンバーシップレポー
トを受信したときと同様に、(S,G)ス

ip igmp ssm-translate group-prefix
source-addr

例：

ステップ 2

テートが作成されるよう、IGMPプロセ
スによる IGMPv1または IGMPv2メンswitch(config)# ip igmp ssm-translate

232.0.0.0/8 10.1.1.1 バーシップレポートの変換を設定しま

す。

ssm-translateコマンドラインを含む、
実行コンフィギュレーション情報を表示

します。

（任意） show running-configuration
igmp

例：

ステップ 3

switch(config)# show
running-configuration igmp

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 4

IGMPの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# copy running-config
startup-config

ルータアラートの適用オプションチェックの設定

IGMPv2パケットと IGMPv3パケットに対するルータアラートの適用オプションチェックを設
定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

IGMPv2パケットと IGMPv3パケットに
対するルータアラートの適用オプショ

[no] ip igmp enforce-router-alert

例：

ステップ 2

ンチェックをイネーブルまたはディスswitch(config)# ip igmp
enforce-router-alert エーブルにします。デフォルトでは、

ルータアラートの適用オプション

チェックはイネーブルです。

実行コンフィギュレーション情報を表示

します。

（任意） show running-configuration
igmp

例：

ステップ 3

switch(config)# show
running-configuration igmp

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

IGMPホストプロキシの設定
ここでは、次の内容について説明します。

IGMPの設定
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IGMPホストプロキシの概要
IGMPホストプロキシサポートは、ポートチャネル（L3）アップリンクを備えた Cisco Nexus
N9K-C9364CおよびN9K-C9332Cスイッチのアンダーレイマルチキャストに提供されます。こ
の機能は、Cisco NX-OS Release 9.3(4)で導入されました。IGMPホストプロキシ機能は、PIM
対応のマルチキャストネットワークドメインを、PIMを認識しないドメインに接続するのに
役立ちます。この機能は、インターフェイスをプロキシインターフェイスとして設定し、内部

PIMネットワークで受信したPIMの加入/プルーニングを、IGMPの加入/脱退に置き換えます。

IGMPの加入処理

ホストがマルチキャストグループに加入するとき、ホストは、加入するマルチキャストグルー

プに 1つ以上の送信要求されていないメンバーシップレポートを送信します。さらに、IGMP
ジョインがデフォルトで IGMPクエリの受信時に送信されます。非要求モードは、レポートを
定期的に送信するように構成できます。IGMPv2レポートのみがアップストリームに送信され
ます。

IGMPの脱退処理

IGMPv2 Leaveは、マルチキャストネットワークの最後のホストが脱退するときに送信されま
す。したがって、最後のホストから PIMプルーニングを受信すると、IGMPv2 Leaveがアップ
ストリームに送信され、これ以上関心がないことを示します。

IGMPに関する注意事項と制限事項
IGMPに関する注意事項および制限事項は次のとおりです。

• IGMPホスト SGプロキシは、vPCではサポートされていません。

• IGMPv3（RFC 5790）に従って送信元のリストを除外またはブロックすることはサポート
されていません。

• Cisco Nexus 9200シリーズスイッチでは、IGMPまたは送信元トラフィックが同じ IPアド
レスから発信されている場合、S、Gルートは期限切れになりません。

• IGMPは、Nexus 9300-FXプラットフォームスイッチでサポートされています。

• igmp static-oifでのルートマップの設定は、255の範囲に制限されています。ルートマッ
プが /8や /4などの /24より大きい範囲で設定されている場合、次のログが表示されます。

2020 May 13 10:10:58 LO5S-NSWDDNGEF01B %IGMP-3-GROUP_RANGE_IGNORE: igmp [29534] Too
many Groups in Group Range 224.4.1.0 - 224.4.13.255
2020 May 13 12:26:13 LO5S-NSWDDNGEF01B %IGMP-3-GROUP_RANGE_IGNORE: igmp [29534] Too
many Groups in Group Range 224.4.1.0 - 224.4.13.255
2020 May 13 12:47:01 LO5S-NSWDDNGEF01B %IGMP-3-GROUP_RANGE_IGNORE: igmp [29534] Too
many Groups in Group Range 224.4.0.64 - 224.4.3.64

この制限を回避するには、必要な範囲を複数の255以下の範囲に分割し、範囲ごとに複数
のルートマップシーケンスを使用します。

IGMPの設定
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•デフォルト以外の IGMP関連タイマーの設定は、L3物理インターフェイスおよび SVIで
行うことができます。またはクエリア IPが VLAN構成モードで設定されている場合は
VLAN構成モードで行うことができます。その VLANに PIM対応の SVIがある場合、
VLAN構成モードでクエリア IPを構成することはお勧めしません。

クエリの最大応答時間（query-max-response-time）と IGMPクエリ間隔（query-interval）が
L3物理インターフェイスまたは SVI、IGMPクエリアで変更されると、タイムアウトはク
エリ間隔の 2倍にMRTを加えた値に自動的に調整されます。さらに変更するには、L3物
理インターフェイスに対して ip igmp querier-timeoutコマンドを使用します。

ただし、SVIの場合、予想されるシェルの現在のクエリアが使用できなくなったときにク
エリアの選択が行われるようにするには、 VLAN構成モードで、show ip igmp interface
vlan Xコマンドの出力に表示された値を、ip igmp snooping querier-timeoutコマンドによっ
て設定する必要があります。

L3物理インターフェイスの場合は、show ip igmp interface <intf>コマンドを使用します。
SVIの場合は、show ip igmp snooping querier <VLAN>コマンドを使用して、IGMPスヌー
ピングクエリアに関する情報を表示します。両方の構成コマンドは、正しい構成のための

同じクエリアタイムアウトを表示するはずです。

PIM hello間隔は、PIMネイバーがピアの可用性を決定する速さを決定します。使用でき
ないPIMネイバーがたまたま IGMPクエリアでもあった場合、新しいクエリアの選択が、
ネイバーの期限切れと同時に発生します（90秒：30秒の PIM hello間隔の 3倍）。同時
に、L2スヌーピングクエリアタイマーは、新しいクエリア選択がいつ行われるかを指示
します（デフォルトではクエリ間隔の 2倍にMRTを加えた値）。

IGMPホストプロキシの設定方法
IGMPホストプロキシを構成するには、次の手順を実行します。

表 5 : IGMPホストプロキシの設定

目的コマンドステップ

コンフィギュレーションモードに

入ります。

configure terminal

例:
switch# configure terminal

switch(config)#

ステップ 1

インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface interface-name

例：

switch(config)# interface port-channel
1

ステップ 2

インターフェイスを no shutdown
モードに設定します。

no shutdown

例:
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 3：

IGMPの設定
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目的コマンドステップ

IPアドレスを設定します。ip address ip address

例:
switch(config-if)# ip address 10.1.1.1

ステップ 4：

ルートマップの IGMPホストプ
ロキシを設定します。

[no] ip igmp host-proxy [unsolicited time |
route-map route-map-name [unsolicited
time] | prefix-list prefix-list-name
[unsolicited time]]

例:
switch(config-if)# ip igmp host-proxy
unsolicited 6

ステップ 5

IGMPSGプロキシを設定します。[no] ip igmp host-proxy [sg-proxy]
[unsolicited time | route-map
route-map-name [unsolicited time] |
prefix-list prefix-list-name [unsolicited
time]]

例:
switch(config-if)# ip igmp host-proxy
sg-proxy 4

（オプション）

ステップ 6

IGMPv2ホストプロキシグループ
だけを表示します（IGMPv3は表
示しません）。

show ip igmp groups

例:
switch(config)# show ip igmp groups

ステップ 7

VRFの IGMPインターフェイスを
表示します。

show ip igmp interface-name
interface-number

例:
switch(config)# show ip igmp
port-channel 1

ステップ 8

VRFのための、IGMPローカル
ジョイングループメンバーシッ

プを表示します。

show ip igmp local-groups interface-name
interface-number

例:
switch(config)# show ip igmp
local-groups port-channel 1

ステップ 9

PIMホストプロキシインターフェ
イスを表示します。

show ip pim host-proxy

例：

switch(config)# show ip pim host-proxy

ステップ 10

IGMPの設定
18

IGMPの設定

IGMPホストプロキシの設定方法



IGMPプロセスの再起動
IGMPプロセスを再起動し、オプションとして、すべてのルートをフラッシュすることができ
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

IGMPプロセスを再起動します。restart igmp

例：

ステップ 1

switch# restart igmp

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

switch# configure terminal
switch(config)#

IGMPプロセスの再起動時に、ルートを
削除します。デフォルトでは、ルートは

フラッシュされません。

ip igmp flush-routes

例：

switch(config)# ip igmp flush-routes

ステップ 3

実行コンフィギュレーション情報を表示

します。

（任意） show running-configuration
igmp

例：

ステップ 4

switch(config)# show
running-configuration igmp

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

IGMP構成の確認
IGMPの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

IGMPの設定
19

IGMPの設定

IGMPプロセスの再起動



説明コマンド

すべてのインターフェイスまたは選択されたイ

ンターフェイス、デフォルトVRF、選択された
VRF、またはすべてのVRFについて、IGMP情
報を表示します。IGMPが vPCモードの場合、
vPC統計情報を表示するには、このコマンドを
使用します。

show ip igmp interface [interface] [vrf vrf-name |
all] [brief]

グループまたはインターフェイス、デフォルト

VRF、選択された VRF、またはすべての VRF
について、IGMPで接続されたグループのメン
バーシップを表示します。

show ip igmp groups [{source [group]}] | {group
[source]}] [interface] [summary] [vrf vrf-name |
all]

グループまたはインターフェイス、デフォルト

VRF、選択された VRF、またはすべての VRF
について、IGMPで接続されたグループのメン
バーシップを表示します。

show ip igmp route [{source [group]}] | {group
[source]}] [interface] [summary] [vrf vrf-name |
all]

IGMPローカルグループメンバーシップを表示
します。

show ip igmp local-groups

IGMP実行コンフィギュレーション情報を表示
します。

show running-configuration igmp

IGMPスタートアップコンフィギュレーション
情報を表示します。

show startup-configuration igmp

IGMPの設定例
次に、IGMPパラメータの設定例を示します。

configure terminal

interface ethernet 2/1
ip igmp version 3
ip igmp join-group 230.0.0.0
ip igmp startup-query-interval 25
ip igmp startup-query-count 3
ip igmp robustness-variable 3
ip igmp querier-timeout 300
ip igmp query-timeout 300
ip igmp query-max-response-time 15
ip igmp query-interval 100
ip igmp last-member-query-response-time 3
ip igmp last-member-query-count 3
ip igmp group-timeout 300
ip igmp report-link-local-groups
ip igmp report-policy my_report_policy
ip igmp access-group my_access_policy

IGMPの設定
20

IGMPの設定

IGMPの設定例



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


